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論文 内 容要

旨

 第{報間接断続撮影の基礎的研究

 X線による螢光像をレンズ箏の光栄系でフイルムに縮写する方法、所謂間接撮影法が本邦で創

 始,実癒されてから25鉦余経過した。一万生体内諸餓器の運動をそのま＼動的状態π於いてX

 線によって検索する方法即ち機能的X線診断法は近雄署しぐ進歩した。運動のX線像を記録する

 為には当然撮影を反復しなければならない。最近教室で間接断続撮影装置を考案試作したゐで,

 その撮影法自体の基礎的面について研究してこれを報督する6

 」)闘接断続撮影装置について:試作された装置の機構はパルス発生機,駆動部及びカメラ部

 よりなり,パルス発生機はX線開閉器の作動と駆動部にカメラのフイルム捲取りの反復運動を行

 わせる様になっている。この反復運動によってで秒闘5回までの撮影が完全且つ容易に行われる。

 但しフイルムサイズは無孔55躍励である0

 2)間接撮影の基礎的砺究:間接撮影の改善を考えた場合三つの問題点があげられる。即ち解

 像力,濃度分布及び撮影所要線量で青る。之等の、点について文献的及び実験的検討を試みた。

 a)解像力試験:金属試験片及びアクリル樹脂榛によって間接撮影写真の解像力及び現出能を

 調べたが,解像力はゴ.5～2.0を派し・微細部分の現膿能は濃度に直接関係し至適濃度はα8～

 1コの範囲にあってフイルムの中央秘・周辺部という倖置的相異による現出能の差は本実験では

 認められなかった。又本撮影法は籔常の臨床診断に用いられて充分であることを知った。

 b)濃度分布についての研究:間接写真の濃度は主としてレンズの為に均等隆を欠くが・その

 為肺野濃度が落しい不均等を示しその結果診断能に影響を及ばずことが実験的に確められたが,

 それを是正する目的の為感度補償型螢光板簸が作られて居るが蹄野濃度的均等性を得るには効果

 が殆どなぐ,被辱体X線吸収腹側是から作製した自家製フィルターによって肺野濃度を均等化し

 得た。従って濃度不均等の問題は呼吸性変化の観察の為には現出能とも関連して考慮されるべき

 問題であることがわかったo

 c)露出時間及び撮影所要線量(背部被曝線量)測定実験:ストロボ法による露出時間測定結

 果略々0.謹秒で一定であ匂,臓器運動によるボケを相対的に変化せしめる程の露出時間変動では

 なぐ又濃鹿変化をもたらすものでもないことを知った。被写体背面の被曝線量は52a～560

 mrと測定され,断続撮影実施によってその背部被曝線量は(520～ろ60凪rX撮影回数)

 となり・撮影所要線量の大であることが欠点と考えられ本撮影装置構成各因子のより以上の改善

 1が必要である。
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 第2報健康人胸部呼吸性変化のX線学的研究

 従※その診断能の点から呼吸性変化のX線学的研究は直接撮影像のみによって行われで来て居

 るが・基礎実験によ珍本間接断続撮影法は臨床的に充分間に合うものと判断され・本法によって

 健康男子学生5名についてその呼吸惟i変化を正面像からX線学的に検討した。

 4)胸廓の呼吸性変化:胸廓・横隔膜及ぴ肺野懸積の呼吸性変動を計測しその変動範囲を知っ

 たが,之等の結果は生理学的知見と略々一致した。次に喉歎運動は一種の呼気運動として観察さ

 れたが,像のボケからその運動は相当の瞬間速度を有するものと考えられた。

 2)心臓陰影及び肺門影の呼吸性変動:呼吸位相の相異によって心横径変動が謙灘され,平静

 呼吸位に比べ深吸気時短縮・深呼気時伸長(来々芽2～雁8聯)が観察された。一万心搏動の影

 響も計測され平静呼吸位で最も著萌であった(振巾5～8㈱)o肺門影は平静呼吸位に比べて深

 吸気,深呼気では夫々下降,上昇が詫められ何れも諄0磁の範囲内であった。

 5)肋教理の呼吸性変化:腕紋理は正常の場合主として締動静脈であるとされて居るが・認知

 し得る最小肺紋理は深吸気位にて観察されその径2～5㈱の計測値が穏られ,対比としての直接

 像では1.5～2、0鱗貿あった。且つ肺紋理認知能は各呼吸位相共肺野濃度に直接関係し,各呼吸

 位相写輿が至適濃度範囲内にある場合深吸気位で認知能が最も勝れているのは写真の対照痩によ

 る為と判断された。次に比較的太い肺1鉦管について心搏動の影響及び呼吸性変動について観察し

 たが,前者によっては鯛かな計測的変動は認められず,呼吸運動によっては影響をうけ深吸気時

 一般に狭小,深呼気時拡張するととが書韓1的に知頚褐た。
 サじノノ

 4)呼吸負荷試験(Va齢飢▽a-MuUer81～6就)の影響:Va■s組va臼1Iest

 によって心横径の短縮,肺血管の狭小等一般にその影響が認められたが,癒Ue掘Te8七

 の場合氷撮影写真では認められなかった0

 5)肺野濃慶の呼吸性変化:同一撮影条件のもとに各呼吸位相を連続的に行わしめその右肺野

 濃度(縦中央線上)を測定して各被写体について濃度分布齢線を作ったが,各例共一見して大略

 似た嫌な曲線型を示した。即ち下肺野は呼吸性濃度変化が最も'著萌ですべて分布藤線は散開型を

 派した。」方各呼吸位相について心搏動{餅剛瞬による肺野濃慶変化は測定観察されなかった。

 又呼吸負荷試験の場合にも有意の濃度変化は得られなかった。
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 審査結果の要旨

 馨
、

 健康人胸部の呼吸性変化をX線学的に検討したものであるが,このために著者は間接断続撮影

 装置を考案鴬てこれを用い歳入について検索を進めて悟る。先づ間接断続撮影法の基礎的研究を

 試みてこの撮影に必要な諸条件の検討をしている。

 先ず,解像力試験を行い,濃度0.8乃至“の範囲に於いて解像力はt5乃至2を示し縛ること.

 を萌かにし,次に間接写真の濃度分布について特殊な考案をして,レンズのために起る間接写真

 野の不均等性を補うため,中心部の濃度を下げるいみにての濾過板を自製して,これによって肋

 野濃度を均等化し1呼吸性変化の観察を正確厳らしめんと試みてかる。叉,断続撮影に於ける露

 量時間は,撮影に罵するX線量を検討して毎回の被曝線量は320～56a皿rであることを確め

 てお・る。

 健康へ胸部呼吸性変化ρいては,唯)胸廓,横隔膜及び肺野面積の呼吸性i変化を計測し,その

 変化が従来の生理的知見とほ黛一致することを明らかにし,暖漱運動は一種の呼気、運動として計

 測されたカ㍉その瞬間速度は像のボケから推定している02)心臓陰影及び肺門影の呼吸性変動

 については心構径1が平静呼吸に圭ヒし,深吸気時に短縮し7深呼気時に伸長することを明らかにし,

 更に心搏動の影響は平静呼吸位で最も著明であることを明らかにした。肺門影は平静呼緻位に比

 べ七深吸気・深呼気では夫々下降,上昇が認められ何れもて0躍の範囲内である05)蹄絞理の

 変化については認知しうる最小腕紋理は直接写真ではt5～乞0㈱であるのに対し,間接写真で

 は2.0触5.0繍の計測値が栂られた。次に比較的:大なる縢血管につレ、て観察したところによると,

 心博動の影響によっては殆んど変化は認められなかったが,深吸蕨では一般に狭小,深呼氣では

 拡張することが認められた◎4)肺野濃度の呼吸性変化は,下肺野は濃度変化が最も著明で分布

 曲線は散開型を派すことが分つたが,心搏動の位相による脳野濃度の変化は認められなかった。
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